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序論: ポリビニルアルコールーヨウ化カリウム (PVA-KI)混合液は、活性酸素ラジカルの存在下で
独特の呈色反応を示す [1]ために、我々は活性酸素ラジカル (ROS)の検出に用いる化学プローブと
して利用する事を提案して来た [2]。プラズマ照射により 490 nmに吸光度のピークを示し、ピー
ク強度は照射時間と共に増大する。この結果は化学線量計の研究結果 [1]を再現している。
これまで、我々の研究グループでは主にヘリウムまたはアルゴンのDBD大気圧プラズマジェッ

トにエタノールを添加することにより放電特性の効率化および ROSの生成促進を調べてきた。[3]

しかしながら、放電ガスに酸素を直接添付した効果については十分に検討していない。本研究で
は、DBDプラズマジェットおよび長尺大気圧マイクロ波プラズマ装置 [4]を用いて、アルゴンプ
ラズマへの酸素添付の効果を調べた初期成果を報告する。

図 1: PVA-KIサンプル液への DBDプラズ
マジェット照射 (10 ∼ 180 秒)の効果。(放
電ガスは酸素 2%添付のアルゴン 5 L/min。
印加電圧 6 kV、ノズル先端と液面の距離：
60 mm。)

DBDプラズマジェットへの酸素ガス添付：
本年度、DBDプラズマ源ガス供給系を改良して、
放電特性を大きく変えずに微量酸素ガスの添付が
可能となった。図 1は、その初期的結果を示す。ア
ルゴンガスのみで生成したプラズマで照射した液
状の PVA-KIサンプルは、３分の照射で明確な 490

nmの吸光度スペクトルのピーク (黄色)を示してい
た。酸素ガスを添付すると、サンプル溶液の色は目
視でも真っ黒となり、吸光度スペクトル (灰色)が
オーバーレンジしてしまっている。
同じ条件で照射時間を減らすと、490 nmのピー

ク強度が照射時間に依存する様子が再現されてい
る。この結果は、わずか 2% の酸素ガスの添付で
10秒照射時の吸光度 (青色)が純アルコンプラズマ
の 180秒照射のそれを上まわることから、ラジカ
ル生成量が約 20倍に増大している事が示唆される。
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